





















































































































































































































































































































































































































それを図２で考えてみよう。契約ｃ＇によって三人が獲得できる余剰は図２の A＋ B＋ C＋ Eとな
る。他方，もとの契約ｃにおける三人の余剰は A＋ B＋ C＋ Fであった。したがって，もし Eの面積
が Fのそれよりも大きくなるならば契約ｃは三者の結託によって退けられてしまうことになる。よっ
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い手の結託を阻止できる余剰を CSｎとあらわせば，式で書くと，





　CS１＝0＜ CS２＜…＜ CSｎ＜…　→ CS*
　PS１＝0＜ PS２＜…＜ PSｎ＜…　→ PS*
という関係が成立する。
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競争と勢力─高田保馬から青山秀夫へ─
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